
平成 30年度高体連備中支部高等学校総合体育大会（軟式野球競技）2回戦  2018年 05月 03日 

 矢掛高校 VS 新見高校   ＠水島中央公園軟式野球場 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

新 見 2 0 0 0 0 0 1 0 0 3 

矢 掛 0 0 0 0 0 0 5 1 × 6 

矢 花岡、森上 ― 小池                     文責：松森 李紀（普通科探究コース） 

 

矢掛高校の先発は、1回戦を完封した２年生右腕の花岡（木之子中） 

 

1回表、新見高校の攻撃。先頭打者に左前打を放たれ出塁を許す。さらに犠打を決められ、得点圏に走者を置く

と、次打者に痛烈な中前打を放たれ１点を先制される。さらに盗塁と進塁打で二死三塁とされると、四

球と捕逸で２点目を献上する。さらに四球と捕逸で二死二・三塁のピンチを迎える。このピンチは何と

か遊ゴロで抑えるも、強打の新見高校に初回から２点を奪われ、試合の主導権を握られる展開。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の赤木（小北中）が粘りを見せ、１０球目に左前打を放ち１番打者としての役割

を果たす。続く大山拓海（小北中）の進塁打で一死二塁と形を作る。続く小川（真備中）の犠打で三塁

へ進むが、あと一本が出ず、無得点で初回を終える。 

2回表、新見高校の攻撃。先頭打者に四球を与え、犠打で二塁に走者を背負うが、上位打線を打ち取り、この回

は無失点で切り抜ける。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。二死から花岡が左前打を放ち出塁するも、後続が続かない。 

3回表、新見高校の攻撃。先頭打者に初球を中前に運ばれる。さらに次打者の右越二塁打で無死二・三塁とされ、

追加点のピンチ。ここは、バッテリーが冷静に無失点に切り抜け、味方の反撃を待つ。 

4回表、新見高校の攻撃。先頭打者に死球で出塁を許し、犠打で一死二塁。続く打者に四球を与え、一・二塁と

される。ここは、花岡が踏ん張り、意地の無失点。 

5回表、新見高校の攻撃。一死から死球により出塁を許す。ここは、捕手：小池（総社西中）の好送球で盗塁を

刺し二死とする。しかし、四球と盗塁でピンチを背負うが、一飛で切り抜ける。 

5回裏、矢掛高校の攻撃。ここまで効果的な攻撃が見られなかった矢掛高校打線だが、先頭の森上（総社西中）

が中前打を放ち出塁する。ここから連続犠打で三塁へ。さらに小池が四球を選び、同点の走者を塁上に

送る。しかし、後続が倒れ、チャンスを活かせない。 

6回表、新見高校の攻撃。先頭打者への死球と犠打で、一死二塁。進塁打と四球で二人の走者を背負うが、次打

者を二飛に抑え、五イニング連続で無失点とする。 

6回裏、矢掛高校の攻撃。二死から代打：真砂（木之子中）が四球で出塁し、さらに盗塁と、暴投で三塁まで進

む。ここで代打；佐藤武蔵（木之子中）を送るが、三振で得点ならず。 

7回表、新見高校の攻撃。これ以上の失点を避けたい矢掛高校はここで投手を変更し、森上をマウンドへ送る。

しかし、森上は一死から四球を与え、次打者の右翼線二塁打により二・三塁とされる。さらに、右犠飛

で痛恨の追加点を奪われる。後続は抑えるが、リードを３点に広げられ、終盤へ。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の森上、続く花岡が連続四球で出塁する。続く中村（矢掛中）の内野安打で無死

満塁の大チャンスを迎える。一死から、赤木の放った打球が失策となり、２点を返す。続く大山拓海の

打球も失策となり、一死満塁と逆転のチャンスを作る。ここで打席に入った小川が四球を選び、押し出

しで同点に追いつき、試合は振り出しへ。このチャンスに真砂が値千金の中前打を放ち、２点を勝ち越

す。続く佐藤武蔵が犠打を決め、二・三塁とするが、後続が凡退し、二者残塁。矢掛高校はこの回５点

を奪い、試合をひっくり返す。 

8回表、新見高校の攻撃。森上が息を吹き返し、三者連続三振の投球で勢いをつける。 



8回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の花岡が左中間に二塁打を放ち出塁。ここで代走；木尾（美星中）を送る。続く

中村の犠打で塁を進め、小池の犠飛で１点を追加。矢掛高校はリードを３点に広げ、最終回へ。 

9回表、新見高校の攻撃。森上の好投により上位打線を三者凡退に抑え、ここで試合終了。 

 

矢掛高校は６対３で新見高校に勝利した。今回の試合では、序盤で二点を追加され、負けムードが流れていたが、

後半は勢いに乗り、逆転勝利をおさめた。しかし、先頭打者に痛打され、浮足立ってしまった初回が悔やまれる。

また、チャンスが何度も作ったが、そこで三振をしてしまう場面も見られた。先発の花岡も１０四死球と制球を

乱し、次回登板までに調整が必要だろう。こういった部分をみんなで確認し、修正して、さらに強いチームを目

指していきたい。また、走塁面で大会本部から指導を受ける場面もあり、チーム全体として真摯に受け止め、再

発防止に取り組みたい。今回の勝利をきっかけに、良いところはさらに伸ばし、悪いところを改善していってほ

しい。また、今回出場していないメンバーも、これからの練習に熱心に取り組み、出場できる数を増やしていけ

るよう、頑張ってほしい。 

今シーズンの勝敗    

１９勝５敗３分 


